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１ 上尾市自転車のまちづくり基本計画の概要 

１－１ 計画策定の背景 

 本市の第 2期都市計画マスタープラン 1『上尾市都市計画マスタープラン２０１０（平成 23年

（2011 年）3月）』では、人口増加の受け皿として市街地を拡大させ、都市形成を図っていく

従来のまちづくりから、今後の人口減少社会の到来を見据え、市街地をコンパクトに集約し、

居住環境を充実させる新しいまちづくりへの方向性の転換が進められ、将来都市ビジョンと

して「質の高い居住環境と自転車のまち“あげお”」を掲げた。 

 本市は、都心へのアクセス性から通勤・通学の自転車利用が多いこと、また平坦でコンパクト

な市域を形成していること、さらに自転車利用に適した地域資源があることなどの都市特性

を生かした魅力あるまちづくりに取り組むため、市民・事業者・行政の協働の理念の下に自転

車施策を推進し、かつハードからソフトまで総合的な自転車施策を横断的に展開するため、平

成 26年（2014 年）3月に『上尾市自転車のまちづくり基本計画』を策定した。 

 

 

 

 

                                                
1 都市計画マスタープラン：都市計画法第 18 条の 2第 1 項に規定する市町村の都市計画に関する基本的な方

針。本市では平成 12 年に最初の都市計画マスタープランを策定し、現在第 3 期となる『上尾市都市計画マスタ

ープラン２０２０』を令和 3年（2021 年）3 月に策定し、持続可能な都市経営に資するまちづくりを推進。 

※令和 5年（2023 年）4 月 1日から全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 
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※令和 5年（2023 年）4 月 1日から全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 
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１－２ 「自転車のまち“あげお”」の目標・ビジョン 

 「自転車のまち」として、①自家用車に過度に依存しない街づくり、②地球環境に配慮した

街づくり、③健康増進の街づくりの３つの街づくりの視点を踏まえ、計画の目標・ビジョン

を次のとおり定めた。 

 

 

  

※令和 5年（2023 年）4 月 1日から全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 
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１－３ 計画の目標値 

 計画の目標値は、①自転車交通分担率、②自転車事故件数、③元気サイクル指数（自転車利

用の満足度）を目標指標として定めた。 

 

① 自転車交通分担率 

指標の定義：自転車に関する市民アンケート調査において、市内で主に使う交通手段とし

て“自転車を利用”と回答した割合。 

基 準 値：４０％（平成 25年市民アンケート調査） 

目 標 値：５０％ 

 

② 自転車事故件数 

指標の定義：埼玉県警察公表の市町村別交通事故発生状況における、本市の自転車による

死傷者（死者及び負傷者）数。 

基 準 値：４６０件（平成 23 年（2011 年）埼玉県県警察作成「交通事故統計資料 HAND 

BOOK」） 

目 標 値：２３０件 

 

③ 元気サイクル指数（自転車利用の満足度） 

指標の定義：自転車に関する市民アンケート調査において、自転車利用の満足度（①快適

性、②安全性、③利用マナー、④情報提供、⑤上尾らしさ）を 5段階評価に

より数値換算した平均値。 

基 準 値：２．３５（平成 25 年市民アンケート調査） 

目 標 値：３．２５ 

  

 

 

※令和５年４月１日から全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 
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２ 評価の視点、手法 

２－１ 施策について 

 計画に定めた目標・ビジョン「（１）自転車が快適に利用できるまち（２）自転車マナーが

良く安心・安全なまち（３）上尾市＝自転車とイメージされるまち」について、施策の実施

状況やその結果を考察するものとした。 

 加えて、自転車に関する市民アンケート調査を実施し、その結果を踏まえて計画の目標値

（目標指標）の状況等や目標・ビジョンについて評価するものとした。 

 

２－２ 市民アンケート調査について 

 本市の自転車利用の現状把握や、これまでの自転車施策の取組を評価し、今後の本市の自転

車施策のあり方検討の参考とするため、令和 5年（2023 年）に市民アンケート調査を実施し

た。 

 令和 5年市民アンケート調査票及び調査結果等の詳細は、本評価の資料編として掲載する。 

〈令和 5年市民アンケート調査結果概要〉 

対  象 １６歳以上の上尾市内在住者 

抽  出 無作為（２，０００人） 

実施方法 調査票を郵送配布し、郵送またはＷＥＢ回答による回収  

実施時期 令和 5年（2023 年）11月 30 日（木）～令和 5年（2023 年）12月 31 日（日） 

回 収 数 ６６８通（郵送：４５３通、ＷＥＢ：２１３通） 

回 収 率 ３３．４％ 

設 問 数 １５問 
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３ 施策の取組状況と評価 

３－１ 施策の取組状況 

 

① 自転車レーンの整備 

概 要 

 自転車利用者が多い商業施設や事業所、ＵＲ団地を中心として、市

内の拠点となる施設をネットワーク化する考えにより、『上尾市自

転車ネットワーク計画 2』を定め、市道３２ｋｍの区間に自転車レ

ーンの整備するもの。 

背 景 

 「自転車が快適に利用できるまち」に向けて、特に市内幹線道路に

ついて、安心・安全に利用できる道路空間を確保するため、歩行者

と自転車、そしてクルマの分離を進める“自転車通行箇所の明確

化”を進めるとともに、自転車利用者の利便性向上に向けた“ネッ

トワーク化”を図る。 

取 組 
 『上尾市自転車ネットワーク計画』に基づき、市道３２ｋｍの路線

を対象に、自転車レーン 3の整備を実施した。 

時 期  平成 25 年（2013 年）から令和 5年（2023 年） 

方 法 
 歩行者と自転車の分離が必要かつ自転車レーンの幅員が確保でき、

交通管理者との協議が整った路線から順次整備を進めている。 

結 果 

 令和 5年（2023 年）時点で、市道約１０．３ｋｍの区間（約３

２％）において自転車レーンの整備が完了し、自転車の通行箇所の

明確化と自転車ネットワーク形成により、快適な自転車走行空間が

創出された。 

  

                                                
2 上尾市自転車ネットワーク計画：安全で快適な自転車走行空間の効果的、効率的な整備を目的に、面的なネッ

トワークを構成する路線を選定し、その路線の整備形態を示した計画。 

3 自転車レーン：自転車専用通行帯、矢羽根型路面表示等、車道左側部の車線内に帯状の路面表示やピクトグラ

ムの設置を含む自転車通行のための通行帯の総称。 
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■上尾市自転車ネットワーク計画に基づく整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車レーンの整備形態 

 

本市では、道路構造や交通状況に応じて、自転車専用の交通規制を設ける“自転車

専用通行帯”の整備や、車道混在により、自動車に対して自転車が車道内で混在す

ることを注意喚起するための“矢羽根型路面表示”の 2つのケースにより、整備を

進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 25 年 

（2013 年） 

令和 5 年 

（2023 年） 

＜自転車専用通行帯＞ ＜矢羽根型路面表示＞ 

整備済み（赤） 
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② 自転車レーン通行状況の調査 

概 要 

 自転車レーンの整備が完了した路線において、自転車レーン整備前

と整備後の自転車の通行状況（歩道通行、車道通行）を把握するも

の。 

背 景 
 自転車レーンの整備効果を検証することで、今後の自転車レーンの

整備等の参考とする。 

取 組 
 自転車レーンを整備した市道の４路線において、整備前後の自転車

の通行状況を調査した。 

時 期  平成 26 年（2014 年）から平成 28年（2016 年） 

方 法 
 車道歩道別、通行方向別（逆走の有無）に自転車の通行台数を調査

した。 

結 果 

 自転車レーン整備前後において、歩道を通行する自転車の割合が１

０％減少し、車道（自転車レーン）を通行する自転車が１２％増加

したことから、自転車レーンの整備によって自転車の通行空間が明

確になり、車道（自転車レーン）への自転車の誘導効果が一定程度

確認できた。 

 一方で、車道や歩道を右側通行（逆走）する自転車も依然として多

いことが確認できたことから、自転車の正しい通行ルールの理解周

知が課題である。 

 

 

■自転車の通行状況調査結果の一部（都市計画道路中新井小泉線） 

 

 

 

  

＜整備前後における車道歩道別、通行方向別の自転車通行台数と割合＞ 

車道左側：  966 台（28％） 

歩道左側：1,358 台（40％） 

車道右側：   58 台（ 2％）※逆走 

歩道右側：1,016 台（30％）※逆走 

車道左側：1,142 台（40％） 

歩道左側：  847 台（30％） 

車道右側：   76 台（ 3％）※逆走 

歩道右側：  780 台（27％）※逆走 

（整備前） （整備後） 
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③ 路上駐輪場の設置可能性 

概 要 

 自転車利用者が多く利用する駅や商業施設周辺の違法駐輪対策とし

て、一部歩道空間を活用した“路上駐輪場の設置可能性”について

検討するもの。 

背 景 

 北上尾駅東口の商業施設（ＰＡＰＡ上尾ショッピングアベニュー）

の前面歩道において、店舗利用者等の乱雑な自転車の駐輪を解消

し、歩道環境を改善する。 

取 組 
 北上尾駅東口の商業施設前面歩道をフィールドとし、歩道内での一

時駐輪を認める自転車駐輪スペースを設置する社会実験を行った。 

時 期 
 平成 27 年（2015 年）1月 28 日から平成 28（2016 年）年 3月 25

日まで（約 1年 2か月間） 

方 法 

 商業施設管理事業者や、上尾警察署などと協議を行った上で、歩道

の一部の区間において、歩行空間を確保しつつ整列駐輪を誘導する

よう、仮設テープで斜めに路面標示することで自転車駐輪スペース

を設置し、合わせて案内看板の掲示と実施期間中の駐輪台数を計測

した。 

結 果 

 社会実験の結果、無秩序な自転車の駐輪は大幅に改善し、視覚障碍

者誘導用ブロックが塞がれることがなくなるなど、歩道環境が改善

された一方で、自転車駐輪スペースに常時駐輪する自転車がみられ

るなど、路上駐輪場の設置に際した課題も確認された。 

 なお、社会実験のフィールドとした北上尾駅東口の商業施設前面歩

道については、社会実験終了後に商業施設管理事業者と協議を重

ね、商業施設敷地内において自転車駐輪スペースの増設や自転車利

用者の誘導を強化することとした。 

 

■社会実験の実施状況 

  

 

 

 

  

（社会実験前） （社会実験後） 

歩道内に乱雑に自転車が駐輪 歩道内の駐輪スペースに整然と駐輪 



３ 施策の取組状況と評価 

11 

  

 

④ 公共交通との連携 

概 要 

 市民の移動手段の選択肢を増やすとともに、クルマから自転車およ

び路線バスへの転換による市中心部の渋滞緩和、環境負荷の軽減、

自転車とバスの相互利用促進を図るため、サイクル＆バスライド 4

を推進するもの。 

背 景 
 コンパクトなまちづくりの推進に向けて、自転車利用者と市内循環

バス“ぐるっとくん”や民間バス事業者の連携強化を図る。 

取 組 

 『上尾市都市計画マスタープラン２０２０』において、市内５か所

の支所周辺を“バスライド整備エリア”として位置付け、各支所の

駐輪場内に、サイクル＆バスライド利用者用駐輪スペースを設置し

た。 

時 期  令和 5年（2023 年）から 

方 法 

 各支所内の既存駐輪スペースにサイクル＆バスライド利用者に向け

た案内看板を設置するとともに、市ホームページ等による周知を行

った。 

結 果 
 今後バス利用者の自転車利用状況について確認するとともに、さら

なる展開の必要性や課題等について検証する。 

■サイクル＆バスライドの試行状況 

 

 

 

 

 

                                                
4 サイクル＆バスライド：自宅等から自転車でバス停付近の駐輪場まで行き、そこからバスに乗り換えて目的地

へ向かう取組み。 

＜設置場所位置図＞ ＜駐輪スペース掲示の案内看板＞ 
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① 自転車マナーアップ教室の開催 

概 要 
 小中学生を対象として、安全な自転車利用に向けた走行指導や講習

を行うもの。 

背 景 

 放課後や通学に自転車を利用する小中学生に向けて、自転車を安全

に利用する技能指導に加えて、将来を担う若い学生にマナーアップ

への意識醸成を行う。 

取 組 

 市内の小中学校において、自転車に乗る時のルールや、車道及び歩

道での自転車の乗り方、交差点の通過方法、Ｔ字路上でのブレーキ

操作等の走行指導を行ったほか、安全な自転車利用の意識を高める

ために、学生に自転車安全標語の募集を行い、選出した標語の横断

幕を作成して学校のフェンスに掲示を行った。 

時 期  平成 25 年（2013 年）から平成 29年（2017 年） 

方 法 
 市民団体「ぐるサイクラブ」5による自転車の走行指導や安全利用

講座を開催した。 

結 果 
 小中学生への自転車ルールの認識や、マナー意識向上が図られ、将

来にわたる安全な自転車利用に資する取組みとなった。 

 

■自転車マナーアップ教室 

 

 

 

 

 

  

                                                
5 ぐるサイクラブ：上尾・アブセック（中小企業の経営支援、地域の課題解決を行う企業ＯＢ人材組織）会員の

うち、自転車愛好家によって平成 22 年に結成された団体。 

＜自転車安全標語＞ ＜走行指導＞ 
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② 自転車運転免許取得講習会の実施 

概 要 

 高齢者を対象として、自転車の安全な運転技能や交通ルールを習得

し、講習会の受講後に実施する試験の合格者に「自転車運転免許証
6」を交付するもの。 

背 景 

 高齢者による自転車関連事故が多数発生し、高齢者への交通安全対

策が課題となっている中、高齢者に安全な自転車利用に関する技術

や知識を習得してもらうことで、交通事故のリスクを減らすことに

つなげるとともに、免許取得者には、模擬運転者となって、自転車

の安全利用に対する地域への浸透を期待する。 

取 組 

 自転車に関係する法令や、正しい利用方法に関する座学講習と、学

科及び実技試験を実施し、合格者には上尾警察署から「自転車運転

免許証」の交付を行った。 

時 期  平成 25 年（2013 年）から平成 29年（2017 年） 

方 法 
 市民団体「ぐるサイクラブ」と協働により、上尾警察署の協力を得

て実施した。 

結 果 

 市民団体と上尾警察署にて役割を分担した体系的な交通ルール・マ

ナー教育が実施でき、高齢者の安全な自転車資料に資する取組みと

なった。 

 

■高齢者自転車運転免許取得講習会 

 

 

  

                                                
6 自転車運転免許証：埼玉県警察による自転車の交通安全に関する独自の取組みであり、自転車の安全な乗り方

を指導し、基本的な交通ルールを体得させて、試験合格者に交付するもの。現在は小学生のみに交付を行い、高

齢者への交付は行っていない。 

＜座学講習＞ ＜実技試験＞ 
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③ 自転車の乗り方・楽しみ方講座の開催 

概 要 
 中高年層の自転車利用を広めるため、自転車の乗り方・楽しみ方講

座を実施するもの。 

背 景 

 自転車の安全教育の受講機会が少ない中高年層に向けて、ルールや

マナーの講座や、自転車での健康づくりに関する講座を受講するこ

とで、移動手段としてだけではなく、自転車利用の効果を含めて、

自転車の利用促進につなげる。 

取 組 

 ルール・マナーの講座として、自転車事故が起きりやすい状況や事

故による責任、正しい自転車の乗り方について指導を行った。 

 また、健康づくりに関する講座として、上尾中央総合病院の理学療

法士を講師として招き、自転車のトレーニング効果や注意点等につ

いて紹介した。 

時 期  平成 25 年（2013 年）から平成 29年（2017 年） 

方 法 

 市民団体「ぐるサイクラブ」によるルール・マナーの講座と、上尾

中央総合病院の理学療法士による健康づくりに関する講座を実施し

た。 

結 果 

 安全教育等の実施に加えて、医学的見地からの説明により、中高年

層への安全な自転車利用や、健康面での自転車利用促進につながる

取組みとなった。 

 

■中高年のための自転車の乗り方・楽しみ方講座 

  

＜左：講座開催案内、右上（下）：講座写真＞ 
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① サイクルマップの作成 

概 要 

 寺社仏閣や公園など、市内の見どころスポットを安全・安心に見て

回ることができるルートを選定した「上尾サイクルマップ」や、上

尾市近郊を巡ることができる「上尾近郊サイクルコースマップ」を

作成し、市内外の自転車利用者等へ周知するもの。 

背 景 

 地域資源を活用したサイクルマップの作成により「自転車のまち

“あげお”」のＰＲを行い、市内外サイクリストの自転車周遊を促

進する。 

取 組 
 市民団体「ぐるサイクラブ」が、サイクルコースを選定し、市内の

見どころスポットを紹介するマップを作成した。 

時 期  平成 23 年（2011 年）から平成 29年（2017 年） 

方 法 

 市民団体「ぐるサイクラブ」との協働により、平成 23年度に「上

尾サイクルマップ（平成 29 年度に改定）」を、平成 27年度「上尾

近郊サイクルコースマップ」を作成し、市内の公共施設や自転車店

などで配布した。 

結 果 

 市内公共施設や自転車店などで配布を行ったことで多くの市民に広

まったことや、市民がつくったサイクルマップとして新聞記事に掲

載されたことで、「自転車のまち“あげお”」というイメージの浸

透に貢献した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
＜上尾サイクルマップ＞ ＜上尾近郊サイクルコースマップ＞ 
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② サイクルイベントの開催 

概 要 
 産官学の協働により、市内サイクルイベント「スマートサイクルフ

ェスタ」を開催し、自転車の魅力発信を行ったもの。 

背 景 
 市の地域資源や自転車の魅力に触れる機会を創出することで「自転

車のまち“あげお”」のＰＲ及び定着を図る。 

取 組 

 市内の各地名所を巡るスタンプラリーや、スポーツバイクの体験試

乗会、小児向けのストライダー（ランニングバイク）体験、元オリ

ンピアンの選手と一緒にサイクリングロードを走るロングラン、ス

テージイベントなど、多彩なプログラムを実施した。 

時 期  平成 25 年（2013 年）から平成 28年（2016 年） 

方 法 
 ブリヂストンサイクル株式会社や、聖学院大学と実行委員会を組織

し、産学官の協働により運営を行った。 

結 果 

 自転車の魅力発信を積極的に行ったことで、「自転車のまち“あげ

お”」のＰＲに寄与したと考えられる。 

 一方で、市が主導する事業として、財政的な負担も考慮しつつ、こ

れまでの実績と効果等により、イベントの役割は一定程度果たされ

たことから、現在は実施していない。 

各回の会場および参加人数 

開催年 会場 参加人数 

第１回 平成 25 年（2013 年） 上尾丸山公園 ２，５００人 

第２回 平成 26 年（2014 年） 上尾丸山公園 ２，７００人 

第３回 平成 27 年（2015 年） 上尾丸山公園 ３，０００人 

第４回 平成 28 年（2015 年） アリオ上尾 ３，５００人 

 

 

 

  

  

＜スタンプラリー＞ ＜ストライダー（ランニングバイク）体験＞ 
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③ 健康モニターの実施 

概 要 

 自転車と健康の相関関係を指標データにより客観的に検証し、効果

を明らかにすることで、自転車利用による市民の健康増進を図るも

の。 

背 景 
 「健康づくり」の観点から自転車利用の促進を図るため、具体的効

果や因果の検証を行う。 

取 組 

 市民や企業から参加者を募集し、ブリヂストンサイクル株式会社か

ら貸与を受けたサイクルメーターにより走行データを計測したほ

か、上尾中央総合病院の協力により、身体測定や血液検査を行い、

指標データを収集した。 

時 期  平成 25 年（2013 年）から平成 26年（2014 年） 

方 法 
 ブリヂストンサイクル株式会社と上尾中央総合病院と協力して実施

するとともに、市民団体「ぐるサイクラブ」との協働により実施。 

結 果 

 半年間の検証の結果、体重や腹囲、中性脂肪といった各種数値の改

善がみられた。 

 また、参加者の多くから「体を動かすことが精神面での良い影響を

感じる」という意見がみられたことから、自転車利用が身体的かつ

精神的な健康増進に対して効果があると実証できた。 

  

  

出典：第 19 回上尾市街づくり推進会議資料 
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３－２ 目標指標の状況 

① 自転車交通分担率 

 令和 5年市民アンケート調査結果では、市内で主に使う交通手段として“自転車”と回答し

た割合は３４％であり、平成 25 年市民アンケート調査結果から６ポイント減少した。 

 令和 5年市民アンケート調査の回答を年齢別に分析した結果、若年層世代（16～29 歳）では

“自転車”の割合が１４ポイント増加（４２％→５６％）したが、中年層以上の世代（50～

75 歳以上）では１６ポイント減少（中年層以上の世代全体で４６％→３０％）した。 

 状況としては、自転車の利用目的の多くが買い物や通勤・通学などといった日常的な移動手

段であり、特に若年層世代では、様々なモビリティの普及が進む中、手軽に使用できる自転

車がより多く選択されている一方で、中年層以上の世代では、自転車の使用頻度が週５日以

上と回答した割合についても減少していることから、日常的な移動手段に自転車が選ばれて

いないことが考えられる。 

 なお、埼玉県における「自転車の日常的な利用率（令和 3 年時点）」が約２６％となってい

ることから、本市の自転車交通分担率は依然として高い水準となっている。 

 

目標指標 

平成 25 年 

市民アンケート調査 

（基準値／目標値） 

令和 5年 

市民アンケート調査 

（現状値） 

基準値からの

増減 
評価 

自転車交通分担率 ４０％／５０％ ３４％ －６ポイント 未達成 

 

〈市民アンケート調査結果の比較〉 

・市内で主に使う交通手段 

 

 

 

 

 

 

  

平成 25 年（2013 年） 令和 5 年（2023 年） 
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・市内で主に使う交通手段（年齢層別） 

 

 

 

 

 

・自転車の使用頻度（年齢層別） 

 

 

 

 

 

 

 

〈市民アンケート調査結果抜粋〉 

 

  

平成 25 年（2013 年） 令和 5 年（2023 年） 

１４ポイント増 

 

１６ポイント減 

平成 25 年（2013 年） 令和 5 年（2023 年） 
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② 自転車事故件数 

 自転車事故件数は令和 4年（2022 年）時点（埼玉県警察公表最新値）で１６２件となってお

り、目標値である２３０件（平成 23 年（2011 年）基準値４６０件）を下回った。 

 埼玉県警察が公表する「令和 4年中の交通事故の特徴」を確認すると、死傷者の有無に関わ

らず全体の人身事故や物損事故が減少しており、また自転車の交通事故としても同様の状況

であり、特に令和 2年（2020 年）を境に減少幅が大きくなっていることが確認できた。 

 また、埼玉県警察が公表する資料から「本市の状態別交通事故死傷者数」の推移を確認する

と、死傷者数の総数も減少傾向にあることから、総合的な交通施策の結果に加えて、社会情

勢の変化等についても要因であると考えられる。 

 

目標指標 

平成 23 年（2011 年）

「交通事故統計資料

HAND BOOK」 

（基準値／目標値） 

令和 4年（2020 年）

「交通事故統計資料

HAND BOOK」 

（現状値） 

基準値からの

増減 
評価 

自転車事故件数 ４６０件／２３０件 １６２件 －２９８件 達成 

 

〈交通事故件数の推移（全体）〉 

 
 

  
出典：埼玉県警察「交通安全のために～令和 4 年中の交通事故の特徴～」 
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〈交通事故件数の推移（自転車）〉 

 

 

〈本市の状態別交通事故死傷者数推移※〉 

  総数 歩行者 自転車 原付車 自二車 自動車 その他 

H23 年

（2011 年） 
1,458 121 460 106 70 698 3 

H24 年 

（2012 年） 
1,397 139 416 94 81 666 1 

H25 年 

（2013 年） 
1,371 114 452 90 65 650 0 

H26 年 

（2014 年） 
1,206 130 385 70 62 559 0 

H27 年 

（2015 年） 
1,244 106 384 80 59 615 0 

H28 年 

（2016 年） 
1,127 92 335 66 53 581 0 

H29 年 

（2017 年） 
1,058 96 360 54 53 494 1 

H30 年 

（2018 年） 
949 101 316 49 33 450 0 

R 元年 

（2019 年） 
812 75 264 34 29 410 0 

R2 年 

（2020 年） 
738 81 242 32 41 342 0 

R3 年 

（2021 年） 
643 60 208 16 32 325 2 

R4 年 

（2022 年） 
564 66 162 19 46 271 0 

※埼玉県警察「交通事故統計資料 HAND BOOK」より作成 

  

出典：埼玉県警察「交通安全のために～令和 4 年中の交通事故の特徴～」 
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③ 元気サイクル指数（自転車利用の満足度） 

 令和 5年市民アンケート調査結果では、元気サイクル指数は２．６９（最高値５．００）

であり、目標値３．２５に対して０．５６下回ったが、平成 25年市民アンケート調査に

おける基準値２．３５に対して０．３４増加した。 

 自転車利用の満足度に関する調査項目別に確認すると、「自転車の快適性」の満足度がそ

の他の項目と比較して高く、自転車レーン整備の推進など、自転車通行箇所を明確化し、

走行空間の確保に係る施策の効果が一定程度あったと考えられる。 

 一方で、平成 25 年市民アンケート調査時と同様に「自転車利用のマナー」の満足度がそ

の他の項目と比較して低く、自転車利用者の意識の改善が引き続き課題である。 

 なお、本目標指標の推移については、後述する「目標・ビジョンの評価」の参考とする。 

 

目標指標 

平成 25 年 

市民アンケート調査 

（基準値／目標値） 

令和 5年 

市民アンケート調査 

（現状値） 

基準値からの

増減 
評価 

元気サイクル指数 ２．３５／３．２５ ２．６９ ＋０．３４ 未達成 

 

 

〈市民アンケート調査結果の比較〉 

自転車利用の満足度に関する調査項目 
平成 25 年 

（2013 年） 

令和 5年 

（2023 年） 
変化率 

・自転車利用の快適性 2.63 2.88 ＋10% 

・自転車利用の安全性 2.34 2.73 ＋17% 

・自転車利用のマナー 2.11 2.40 ＋14% 

・自転車利用の情報提供 2.34 2.68 ＋15% 

・上尾市らしい自転車のまちとしての取組み 2.34 2.75 ＋18% 

元気サイクル指数（平均） 2.35 2.69 ＋14% 
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３－３ 目標・ビジョンの評価 

 

 自転車レーン整備としては、上尾市自転車ネットワーク計画に基づき、市内幹線道路におい

て着実に進捗し、国道や県道とも連携したネットワークの構築が進められており、自転車の

通行状況としても、自転車の歩道内走行が減少し車道への誘導が図られていることが確認で

きた。 

 また、路上駐輪場設置の社会実験や、公共交通との連携などの取組みも実施し、公共空間を

活用した自転車駐輪方策についても検討が進められている。 

 その上で、計画の目標指標である「元気サイクル指数」における“自転車利用の快適性”や

“自転車利用の安全性”の満足度は向上していることから、自転車の走行環境整備等は、

“自転車が快適に利用できるまち”の実現に向けて、効果があったものと評価できる。 

 一方、計画期間内における自転車の利用状況は、計画の目標指標である「自転車交通分担

率」をみると、前述したとおり特に中年層以上の世代で顕著に減少しており、身近な移動手

段としての日常的な自転車の利用促進については課題がある。 

 従って、今後の自転車施策の方向性としては、自転車走行環境の整備・改善として、引き続

き自転車の通行箇所を明確化し、国道や県道、市道の区別なく連続したネットワークを構築

するための自転車レーン整備を進めていくことに加えて、その整備効果の見える化（自転車

レーンの走行安全性の啓発や身近な施設等への自転車走行を誘導する推奨ルート等）につい

ても検討していく必要がある。 

 

〈市民アンケート調査結果の比較（抜粋）〉 

自転車利用の満足度に関する調査項目 
平成 25 年 

（2013 年） 

令和 5年 

（2023 年） 
変化率 

・自転車利用の快適性 2.63 2.88 ＋10% 

・自転車利用の安全性 2.34 2.73 ＋17% 

 

  



３ 施策の取組状況と評価 

24 

  

 

 

 自転車マナーアップ教室の開催や自転車運転免許取得講習会の実施、自転車の乗り方・楽し

み方講座の開催など、特にこれから自転車に乗り始める子どもや、これまで自転車の安全教

育を受ける機会が少なかった中・高年層世代を対象とした、自転車の安全な利用に向けた取

組みが行われてきた。 

 また、計画の目標指標である「元気サイクル指数」における“自転車利用のマナー”の満足

度は向上していることから、自転車の安全教育等は“自転車マナーが良く安心・安全なま

ち”の実現に向けて、効果があったものと評価できる。 

 一方、令和 5 年市民アンケート調査結果においては、自転車利用のマナーに関する意見が多

く寄せられており、自転車利用のマナーの満足度は向上しているものの、依然として低く推

移している状況である。 

 加えて、自転車の交通ルールを取り巻く状況として、平成 27 年（2015 年）7月から自転車

運転者講習制度 7が開始されたこと、令和 4年（2022 年）11 月に自転車安全利用五則 8が改

定され、令和 5年（2023 年）4月から全ての自転車利用者に対してヘルメットの着用が努力

義務化されたことや、令和 6年（2024 年）3月には自転車利用者へ対する交通違反時の反則

制度の規定（軽微な違反に対して反則金を科すいわゆる青切符）を盛り込んだ道路交通法の

改正案が閣議決定され、およそ 2 年後の施行に向けた法改正手続きが進められていることな

ど、安心・安全な自転車利用を促進するための交通施策は、近年目まぐるしく変化してい

る。 

 従って、今後の自転車施策の方向性としては、自転車の安全な利用についての交通ルール順

守に向けた周知徹底が引き続き課題であることを念頭に、新たな交通ルールの施行と連動し

た取組みや、交通管理者（警察）や地域等との連携による取組みについても検討していく必

要がある。 

 

〈市民アンケート調査結果の比較（抜粋）〉 

自転車利用の満足度に関する調査項目 
平成 25 年 

（2013 年） 

令和 5年 

（2023 年） 
変化率 

・自転車利用のマナー 2.11 2.40 ＋14% 

  

                                                
7 自転車運転者講習制度：自転車の交通ルール遵守を徹底するため、自転車の運転に関し一定の違反行為(信号

無視等の危険行為)を 3 年以内に 2 回以上反復して行った者に対し、都道府県公安委員会が講習の受講を命ずる

もの。受講命令に従わなかった場合、５万円以下の罰金が科される。 
8 自転車安全利用五則：自転車利用における基本的な交通ルール。「①車道が原則、左側を通行 歩道は例外、

歩行者を優先②交差点では信号と一時停止を守って、安全確認③夜間はライトを点灯④飲酒運転は禁止⑤ヘルメ

ットを着用」 
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 サイクルマップの作成やサイクルイベントの開催など、本市の地域資源とともに自転車の魅

力をＰＲする取組みにより、本市の自転車のまちとしての認知度向上が図られている。 

 また、健康モニターとして自転車による身体面・精神面への影響など、移動手段以外の自転

車の効果検証を行ってきた。 

 その上で、計画の目標指標である「元気サイクル指数」における“自転車利用の情報提供”

や“上尾市らしい自転車のまちとしての取組み”の満足度は向上していることから、本市の

自転車の情報発信等は“上尾市＝自転車とイメージされるまち”の実現に向けて、効果があ

ったものと評価できる。 

 一方、サイクルイベント等の自転車のまちのＰＲに向けた取組みは、現在は行われておらず

実行主体や予算面等での課題がある。 

 また、本市には東西の地域にサイクリングロードが整備されており、特に西部の荒川沿いに

位置する上尾サイクリングロードは、今後、上尾市平方地区堤防整備事業 9により創出され

る公共空間の利活用が期待でき、近隣の公園や店舗等も含めた重要な地域資源として、自転

車活用による新たな賑わいの潜在性がある。 

 従って、今後の自転車施策の方向性としては、本市のサイクリングロードを起点とする賑わ

い創出の可能性を検証するとともに、国や県をはじめ、周辺自治体との連携や民間活力の活

用も含めた持続可能な取組みの実施方策を検討していく必要がある。 

 

〈市民アンケート調査結果の比較（抜粋）〉 

自転車利用の満足度に関する調査項目 
平成 25 年 

（2013 年） 

令和 5年 

（2023 年） 
変化率 

・自転車利用の情報提供 2.34 2.68 ＋15% 

・上尾市らしい自転車のまちとしての取組み 2.34 2.75 ＋18% 

 

  

                                                
9 上尾市平方地区堤防整備事業：令和元年東日本台風において浸水被害のあった上尾市平方地区において、無堤

防部の解消により再度災害を防止し、流域の治水安全度の向上を図るための堤防整備事業。事業主体は国（国土

交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所）。 



４ 今後の自転車施策の方向性 
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４ 今後の自転車施策の方向性 

４－１ 自転車を取り巻く国及び県の動向 

（１）国の動向 

 自転車の活用による環境負荷の低減、災害時における交通機能の維持、国民の健康増進等を

図ることなど新たな課題に対応するため、交通の安全の確保を図りつつ、自転車の利用を増

進し、交通における自動車への依存の程度を低減することによって、公共の利益の増進に資

すること等を基本理念とする『自転車活用推進法（平成 28 年法律第 113 号）』を平成 28

年（2016 年）12 月に公布。 

 その後、『自転車の活用の推進に関する業務の基本方針について』が閣議決定（平成 29年 3

月）され、国土交通省（道路局）に「自転車活用推進本部」を設置することとし、自転車の

活用の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本計画である『自転車活

用推進計画』を平成 30年（2018 年）6月に策定。 

 現在、2期計画となる『第 2次自転車活用推進計画』を令和 3年（2021 年）5月に策定し、

昨今の社会情勢の変化等を踏まえ、また、今後の社会の動向を見据えつつ、持続可能な社会

の実現に向けた自転車の活用の推進を一層図るとともに、地方公共団体（都道府県や市町

村）に対して、地域の実情に応じた自転車施策の実施について努めるよう求めているとこ

ろ。 

〈自転車活用推進法の概要〉 

 

 

 

 

 

  

出典：国土交通省 HP「自転車活用推進法の概要」 
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〈第 2次自転車活用推進計画の概要〉 

 
出典：国土交通省 HP「第 2 次自転車活用推進計画の概要」 
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（２）埼玉県の動向 

 埼玉県では『自転車活用推進法』に基づき、令和 2年（2020 年）3月に「埼玉県自転車活用

推進計画」を策定し、自転車の安心・安全な利活用による環境負荷の軽減、多様な交通手段

の確保、県民の健康増進等に係る施策を展開。 

 国による『第 2次自転車活用推進計画』の策定を受け、令和 4年（2022 年）7月に「第 2次

埼玉県自転車活用推進計画」を策定し、さらに地域の実情に応じた自転車施策を推進してい

る。 

〈第 2次埼玉県自転車活用推進計画の位置付け〉 

 出典：埼玉県 HP「第 2 次埼玉県自転車活用推進計画」概要資料より抜粋 
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〈第 2次埼玉県自転車活用推進計画の概要〉 
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４－２ 上尾市における自転車施策の位置付け 

 『上尾市都市計画マスタープラン２０２０』では、これまで以上に市街地の人口拡散を防止

し、住民の生活利便性を維持・向上や地域経済の活性化、行政サービスの効率化などにより

“持続可能な都市経営”を実現する「コンパクト・プラス・ネットワーク 10」型の将来都市

構造を目指すこととしている。 

 本市は、この将来都市構造の考え方を主軸とし、公共交通の強化を図る中にあって、自転車

は、バスへのアクセスや市内循環など“公共交通を補完”する身近な移動手段として位置付

けており、誰もが安全で安心して自転車を利用できるよう、その周辺環境整備に重点を置い

た自転車施策を展開していくこととしている。 

 

〈上尾市が目指す将来都市構造〉 

 

  

                                                
10 コンパクト・プラス・ネットワーク：将来にわたり持続可能なまちづくりに向けて、住宅や生活関連サービス

施設（行政サービスや医療・福祉施設、商業施設等）などがまとまって立地し、住民が徒歩や自転車、公共交通

でこれらの施設に容易にアクセスできるまちづくりの概念。 

出典：上尾市都市計画マスタープラン２０２０ 
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４－３ 今後の自転車施策の方向性 

 本市ではこれまで、国や県の動向に先駆け、都市特性を生かしたまちづくりへの自転車の活

用を念頭に、各種施策を実施してきたところ。 

 本計画の計画期間としては、令和 5年度が最終年度となるが、今後は本市の都市計画マスタ

ープランにおける“公共交通の補完”となる身近な移動手段との位置付けや本計画の評価を

踏まえ、注力すべき施策について検討する。 

 その際、令和 5年市民アンケート調査結果などから、本市の自転車に対する需要や課題の変

化を的確に捉えて、さらに必要な施策のあり方について検討する。 

 

〈今後の自転車施策の方向性のイメージ〉 
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（１）安心・安全な自転車利用に向けた周辺環境整備 

① 自転車走行環境の整備・改善 

 歩行者や自転車それぞれが安心・安全に利用できる道路環境を創出するため、自転車の通行

箇所を明確化する自転車レーンの整備を引き続き推進する。 

 その際、道路ごとの特性と総合的なネットワークの形成の観点から、上尾市自転車ネットワ

ーク計画の整備選定路線や、都市計画道路などの幹線道路で囲まれた区域内を優先的に整備

するとともに、今後新たに整備する幹線道路においては、自転車走行環境の改善の契機とし

て捉え、積極的に自転車レーンの設置について検討する。 

 また、自転車レーンの整備効果を周知するための方策について検討する。 

〈市民アンケート調査結果抜粋〉  
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〈自転車レーン整備優先エリア〉 

  

出典：上尾市都市計画マスタープラン２０２０ 
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② 総合的な駐輪対策と公共交通との連携の推進 

 自転車駐車場の需給バランスや利用者の平準化を図るため、特に利用者が多い上尾駅周辺の

自転車駐車場について、その利用状況等を確認するとともに、市営・民営の自転車駐車場設

置箇所について周知する。 

 上尾駅や北上尾駅、ニューシャトル沼南駅や原市駅周辺の市営自転車駐車場の維持・運用に

より、引き続き適切な駐輪台数確保に努める。 

 放置自転車のない快適な歩行者通行環境を確保するため、「上尾市自転車放置防止条例」に

基づく「自転車放置禁止区域」の周知徹底と、区域内の放置自転車の撤去を実施する。 

 公共交通（コミュニティバス等）との連携促進のため、各支所に設置しているサイクル＆バ

スライド駐輪スペースについて、運用の状況を確認しながら、さらなる候補地の検討を進め

る。 

〈上尾駅周辺自転車駐車場案内図〉 

  

出典：上尾市交通防犯課 HP 

＜令和 3 年 1 月時点＞ 
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〈大分県大分市によるサイクルアンドバスライド実証実験事例〉 

 出典：大分県大分市都市交通対策課ホームページ 
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③ ルールやマナーの周知・啓発 

 自転車交通事故の発生抑止のため、学校や警察、関係団体などと連携を図りながら、自転車

安全利用を啓発する。 

 上尾市立小学校の 3年生以上の児童に対し、自転車の安全な利用をテーマにした交通安全教

室を実施する（JR高崎線から東西に分けて隔年開催）。 

 全年齢において努力義務化された自転車利用者のヘルメット着用を推進するため、周知など

の各種施策を実施する。 

 「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例」に基づき、自転車損害保険等への加入に

ついて、自転車事故による加害事例なども含め、市ホームページ等で周知・促進する。 

〈自転車交通安全教育の実施〉 

  
 

  

出典：警視庁 HP（自転車の正しい乗り方） 
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〈道路交通法改正に伴う全年齢への自転車ヘルメットの着用努力義務化の周知促進〉  

出典：警察庁 HP（警察庁・都道府県警ヘルメット着用促進チラシ） 
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（２）その他の施策の検討 

① サイクリングロードの活用 

 本市西部の荒川沿いに位置する上尾サイクリングロードや、本市東部の見沼代用水路沿いに

位置する緑のヘルシーロードについて、地域資源を生かした活用方策について引き続き検討

する。 

 また、荒川における上尾市平方地区堤防整備事業や、事業と合わせて検討を進めている「か

わまちづくり計画」に従い、無堤防区間の解消により上尾サイクリングロードの連続性が確

保された際には、国が推進するサイクルツーリズム施策である「モデルルート」の登録につ

いて、埼玉県や周辺自治体と連携して対応する。 

〈サイクルツーリズムモデルルートの概要〉 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省 HP「自転車活用推進計画ポータルサイト」 
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〈サイクルツーリズムモデルルートの事例（山梨県）〉 

 

  出典：国土交通省 HP「自転車活用推進計画ポータルサイト」 
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② 自転車利用増進に向けた施策 

 あらゆるライフステージを支えるモビリティとして、身近な移動手段の確保に向けた支援施

策の必要性やあり方について検討する。 

〈市民アンケート調査結果抜粋〉 
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（３）自転車活用推進計画 

 本市の自転車の利用状況は、自転車利用に有利な条件が揃っている都市特性から、自転車交

通分担率として高い水準にあり、特に移動・交通面でのさらなる充実が求められていること

から、安心・安全な自転車利用に向けた周辺環境整備に重点を置いた施策を展開することと

し、現時点では『自転車活用推進計画』の策定に向けた検討には着手していない。 

 今後、安心・安全な自転車利用に向けた周辺環境整備による移動・交通面での充実に加え

て、自転車活用の効果として期待できる「健康」「環境」「観光」などといった各分野が所

管する計画において、自転車と連携した取組みが位置付けされ、さらなる自転車活用促進が

掲げられる際には、それらの計画を調整し、総合的な自転車施策について取りまとめる『上

尾市版自転車活用推進計画』策定の必要性について検討していくものとする。 

〈市民アンケート調査結果抜粋〉 
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〈自転車活用推進計画による各種計画調整のイメージ〉 
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